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１.   　医療業界の現状と将来展望

業界再編の動向業界再編の動向

経営規模の拡大経営規模の拡大

合併合併

買収買収

後発医薬品市場の拡大後発医薬品市場の拡大

厚生労働省が後発医薬品の使用を促進厚生労働省が後発医薬品の使用を促進

診療報酬の改正などインセンティブの拡大診療報酬の改正などインセンティブの拡大

一般名処方の慣行化一般名処方の慣行化
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２.   　製薬業界の動向

製薬業界製薬業界

国際競争の激化で、三強時代に突入国際競争の激化で、三強時代に突入

武田薬品工業武田薬品工業

三共＋第一製薬三共＋第一製薬 アステラス製薬アステラス製薬

2005年 4月　山之内製薬山之内製薬と藤沢薬品工業藤沢薬品工業が統合

　　　　　　　→　アステラス製薬アステラス製薬

2005年10月　三共三共と第一製薬第一製薬が合併

【その他の動き】

– 2002年10月　ロシュ、中外製薬を買収

– 2003年 2月　北陸製薬とダイナボットが合併

– 2003年11月　興和、日研化学を子会社化

– 2005年10月　大日本製薬と住友製薬が合併
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３.   　医薬品卸業界の動向

医薬品卸業界医薬品卸業界

合併・統合が進み、大手グループ合併・統合が進み、大手グループ44社に集約社に集約

メディセオメディセオHDHD

11兆兆6,5606,560億円億円

スズケングループスズケングループ

11兆兆3,2703,270億円億円

アルフレッサアルフレッサHDHD

11兆兆1,7301,730億円億円

2003年 4月　東邦薬品東邦薬品、小川薬品小川薬品と山口東邦山口東邦を　　
　　　　　　 子会社化　　　　　　　　　　　　　
　　　　 6月　大阪合同薬品大阪合同薬品と業務提携　　　　　　
　　　　 7月　幸幸燿燿と業務提携

2003年 5月　スズケンスズケン、アスティスアスティスと業務提携　　
　　　 10月　安藤薬業公司安藤薬業公司を吸収
　　　 10月　サンキサンキを子会社化

2003年 9月　福神福神とアズウェルアズウェル、共同持株会社設立
　　　 　　　→　アルフレッサアルフレッサHDHD

2004年 4月　クラヤ三星堂クラヤ三星堂、　　　　　　　　　
　　　 　　　アトル　　　アトルとエバルスエバルスを子会社化 　
　　　　　 　→　メディセオメディセオHDHD

※　売上高は※　売上高は20052005年年33月期業績予想　月期業績予想　
※　東邦薬品グループは※　東邦薬品グループは20042004年実績年実績

東邦薬品グループ東邦薬品グループ

11兆兆700700億円億円
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４.   　調剤薬局業界の動向（１）

調剤薬局業界調剤薬局業界

M&AM&Aの進展により、業界再編が加速の進展により、業界再編が加速

2005年1月　アインファーマシーズアインファーマシーズ、リジョイス薬局リジョイス薬局の買収を発表

2005年2月　ファルコバイオシステムズファルコバイオシステムズ、ファーマプロットグループファーマプロットグループ
　　　　　　　3社の買収を発表

M&Aのポイント
買収価格は月商の3～4倍

仕入コストおよび人件費の削減効果

企業文化の融合

薬学教育薬学教育66年制への移行年制への移行

臨床の現場で即戦力となる薬剤師の育成

薬剤師の質の向上で今後の制度改正に対応
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４.   　調剤薬局業界の動向（２）

医薬分業率の上昇で調剤マーケットは拡大医薬分業率の上昇で調剤マーケットは拡大

調剤市場の推移
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５.   　後発医薬品市場の動向

後発医薬品市場の拡大後発医薬品市場の拡大

患者負担の軽減患者負担の軽減

医療機関の収益も向上医療機関の収益も向上

厚生労働省が後発医薬品の使用を促進厚生労働省が後発医薬品の使用を促進

診療報酬、調剤報酬を改正、後発品使用に加点

一般名処方の慣行化と代替調剤の導入が　　　　　　一般名処方の慣行化と代替調剤の導入が　　　　　　

　市場拡大の鍵　市場拡大の鍵

後発医薬品企業の最近の動向後発医薬品企業の最近の動向

2004年2月　日本調剤、日本ケミファの株式を取得

2004年3月　ニプロ、竹島製薬の株式を取得

2004年8月　日本医薬品工業、マルコ製薬と業務提携

4.8％4.7％金額（薬価）ベース

12.2％10.8％数量ベース

2002年度1999年度

（出所）医薬工業協議会

【【 後発医薬品のシェア後発医薬品のシェア 】】

大洋薬品工業大洋薬品工業沢井製薬沢井製薬

東和薬品東和薬品

日本医薬品工業日本医薬品工業

【【 大手後発医薬品メーカー大手後発医薬品メーカー 】】
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６.  　事業内容 (1) － 調剤事業

三重県を基盤に関西圏へ事業展開

三重県でトップの処方箋応需枚数三重県でトップの処方箋応需枚数

　　三重県における占有率　　8.56％ （H16.2期）　

『フラワー薬局』を中心に店舗展開『フラワー薬局』を中心に店舗展開

『医薬分業』の進展で継続的な成長を維持『医薬分業』の進展で継続的な成長を維持

７



６.   　事業内容 (1) － 調剤事業

出店状況

島根県

鹿島病院

京都府（７）

福井県（３）

兵庫県（４）

大阪府（７）

滋賀県（１）

北海道（２）

奈良県（２） 三重県（３０）

愛知県（２）

中部・関西圏を中心に中部・関西圏を中心に
5858店舗を展開店舗を展開

H15. 2期 H16. 2期 H17. 2期

出店数 6 6 6

退店数 1 1 0

期末店舗数 47 52 58
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６.  　事業内容 (2) － 医薬品卸事業

三重県を中心に地域に密着した販売網を構築三重県を中心に地域に密着した販売網を構築

大手後発医薬品メーカーと提携し、販売先の大手後発医薬品メーカーと提携し、販売先の

　　 ニーズを的確に把握ニーズを的確に把握

沢井製薬、大洋薬品工業が中心沢井製薬、大洋薬品工業が中心

地元重視の販売戦略で安定的に利益を創出地元重視の販売戦略で安定的に利益を創出

調剤事業新規出店でのアンテナ機能を提供調剤事業新規出店でのアンテナ機能を提供

９



６.  　事業内容(3) － 不動産事業

病院施設を買収し、賃貸事業に進出病院施設を買収し、賃貸事業に進出

介護なども含めた高齢者医療市場での介護なども含めた高齢者医療市場での

　ビジネス展開を視野に入れる　ビジネス展開を視野に入れる

３事業の中で最も高い利益率を実現３事業の中で最も高い利益率を実現
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６.  　事業内容(3) － 不動産事業

不動産事業の中核となる賃貸病院施設不動産事業の中核となる賃貸病院施設

（（ 医療法人財団医療法人財団 公仁会公仁会 鹿島病院鹿島病院 ））

11





７　 　平成17年2月期第3四半期業績の概要

売上・利益とも当初計画通りの進捗状況
（百万円）

12

+52.3%11877当期利益

+13.5%200176経常利益

+25.4%270215営業利益

+20.9%
（+22.1％）

6,774
（6,389）

5,600
（5,232）

売上高

（調剤事業）

前年

同期比

H17.2期第3Q
実績

H16.2期第3Q
実績（参考）

決算期

+27.9%165129

+7.5%300279

+18.1%397336

+20.3%
（+20.9％）

9,275
（8,712）

7,709
（7,203）

増減率
H17.2期

予想

H16.2期

実績

（注）平成16年2期第3Qの実績数値は参考計数



８ 　第3四半期貸借対照表サマリー

（百万円）

構成比 構成比

流動資産 2,452 39.1% 2,994 43.7% 542

現預金 956 15.2% 1,202 17.5% 246 公募増資

売掛金 1,083 17.3% 1,287 18.8% 204 月間売上の増加

その他 413 6.6% 505 7.4% 92

固定資産 3,822 60.9% 3,864 56.3% 42

有形固定資産 3,195 50.9% 3,277 47.8% 82

その他 578 9.2% 586 8.5% 8

6,275 100.0% 6,858 100.0% 583

2,116 33.7% 2,343 34.2% 227

買掛金 948 15.1% 1,218 17.8% 270 月間売上の増加

その他 1,168 18.6% 1,125 16.4% △ 43

2,518 40.1% 2,548 37.2% 30

4,635 73.9% 4,892 71.3% 257

1,639 26.1% 1,966 28.7% 327 公募増資、利益

6,275 100.0% 6,858 100.0% 583負債・資本合計

資産合計

流動負債

固定負債

株主資本計

負
債

資
産

コメント増減額決算期

負債合計

H17年2月期 第3QH16年2月期（前期）
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９ 　　事業部門別売上高推移

調剤事業を中心に拡大

4,626
5,478

6,076
7,203

8,712
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不動産事業売上高（5年間）

14

93.9%

1.6%4.4%

総売上高
92億7,500万円

調剤事業
87億1,200万円

医薬品卸事業
4億1,100万円

不動産事業
1億5,100万円

平成17年2月期（予想）の売上高比率



１０ 　薬局分類別業績推移

薬局分類別
処方箋受付枚数・売上推移 総合/中型病院の売上が堅調に増加

3,786
4,741

6,142

2,291 2,462 2,570

518

585

703

521 538 548

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

Ｈ15.2期 Ｈ16.2期 Ｈ17.2期
見込

Ｈ15.2期 Ｈ16.2期 Ｈ17.2期
見込

（百万円）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

（千枚）売上高（百万円）

枚数（千枚）
開業医
診療所

総合病院
中型病院

店舗数　　　21　　　　　　　26　　　　　　　32　　　　　　　　店舗数　　 26　　　 　　　 26　　 　　　　 26　
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１０ 　薬局分類別業績推移

薬局分類別平均単価推移 総合/中型病院の薬剤料単価が上昇

1,800 1,882 1,953 1,603 1,650 1,695

5,478
6,184

6,773

2,742 2,870 2,950

3,786

4,741

6,142

2,291 2,462 2,570

0
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Ｈ15.2期 Ｈ16.2期 Ｈ17.2期
見込

Ｈ15.2期 Ｈ16.2期 Ｈ17.2期
見込

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

（百万円）薬剤料単価
技術料単価
売上（右軸）

（円）

開業医
診療所

総合病院
中型病院

店舗数　 　 21　　　　　　　26　　　　　 　 32　　　　　　　　店舗数　 　 26　　　 　 　 26　　 　　 　　26　
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１１　　事業戦略(1) － 調剤事業

出店戦略

医薬分業率の低い関西圏での出店を加速医薬分業率の低い関西圏での出店を加速

【 医薬分業率の高い地域 】 【中部・関西圏の医薬分業率】

17

（出所）日本薬剤師会

　平成15年3月～

　平成16年2月平均59.5％青森県

60.7％宮崎県

61.8％新潟県

63.7％東京都

64.2％宮城県

65.4％沖縄県

68.6％神奈川県

69.7％佐賀県

71.7％秋田県

17.0％福井県

28.1％京都府

35.0％大阪府

35.9％奈良県

40.2％愛知県

41.5％三重県

42.7％滋賀県

45.8％岐阜県

49.1％兵庫県

51.6％全国平均

中部・関西圏の分業率は、中部・関西圏の分業率は、
全ての府県で全国平均を全ての府県で全国平均を
下回る下回る



１１　　事業戦略(1) － 調剤事業

平成平成1818年年11月、大阪府に大型店を出店予定月、大阪府に大型店を出店予定

当社最大の売上規模となる見込み当社最大の売上規模となる見込み

当社のランドマーク的な存在となる旗艦店当社のランドマーク的な存在となる旗艦店

薬剤師の教育・研修施設として活用薬剤師の教育・研修施設として活用

18



１１　　事業戦略(1) － 調剤事業

患者様への提供サービス拡大患者様への提供サービス拡大

安全性を最優先安全性を最優先

患者様満足度患者様満足度 ( ( Patient  Satisfaction ) Patient  Satisfaction ) の向上の向上

研修制度の確立　→　薬剤師のレベルアップ研修制度の確立　→　薬剤師のレベルアップ

医薬品卸事業との連携強化医薬品卸事業との連携強化

医薬分業情報を活用し、収益性の高い店舗を出店医薬分業情報を活用し、収益性の高い店舗を出店

医療制度改革への対応医療制度改革への対応

医療関連資格の取得奨励医療関連資格の取得奨励

効率経営を実践効率経営を実践
19



１１ 　 事業戦略(2) － その他の事業

医薬品卸事業医薬品卸事業

三重県外での販路拡大三重県外での販路拡大

大型病院との契約・取引拡大（後発医薬品）大型病院との契約・取引拡大（後発医薬品）

新規エリアでの分業情報の収集新規エリアでの分業情報の収集

不動産事業不動産事業

メディカルモールでの診療所開業をサポートメディカルモールでの診療所開業をサポート
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１２ 　コーポレートガバナンスへの取り組み

社外取締役、社外監査役制度の充実社外取締役、社外監査役制度の充実

昨年5月、社外監査役を3名に増員

社外取締役についても検討

内部統制の有効性内部統制の有効性

社内監査室、監査役、会計監査人との連携

リスク管理体制の整備リスク管理体制の整備

コンプライアンスの遵守

21



１３　　 目標

平成19年2月期、売上高130億円、経常利益率5％

平成23年2月期、売上高250億円、経常利益率5％

成長力のある企業を目指す

平成平成1919年年22月期、売上高月期、売上高130130億円、経常利益率億円、経常利益率55％％

平成平成2323年年22月期、売上高月期、売上高250250億円、経常利益率億円、経常利益率55％％

成長力のある企業を目指す成長力のある企業を目指す
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１４　ＩＲ 担当窓口

管理本部長兼経理財務部長　常務取締役 西井 文平

　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：０５９－２２６－１１９３（代表）
　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：０５９－２２７－６１０７
　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ-ＭＡＩＬ：ir＠m-ikkou.co.jp
　　　　　　　　　　　　　　　IＲサイトＵＲＬ：http://www.m-ikkou.co.jp
　

管理本部長兼経理財務部長　常務取締役管理本部長兼経理財務部長　常務取締役 西井西井 文平文平

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：０５９－２２６－１１９３（代表）
　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：０５９－２２７－６１０７
　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ-ＭＡＩＬ：ir＠m-ikkou.co.jp
　　　　　　　　　　　　　　　IＲサイトＵＲＬ：http://www.m-ikkou.co.jp
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